
 

第
１
回 

大
阪
大
学
野
田
村
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー 

オ
ー
プ
ン
記
念
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

岩
手
県
野
田
村
か
ら 

被
災
地
復
興
を
考
え
る 

 

参加 
無料 
通訳あり 

大阪大学野田村サテライトでは、被災地の復興

に向けて、皆さんと一緒に歩んでいきたいと考え

ています。これからもどうぞよろしくお願い申し

上げます。 

 

2011年 3月 11日、地震と津波によって甚大な被害を受けて以来、

野田村でも厳しい時間が流れてきました。あの日から 2年。これか

らの復興に向けて、何をしていけば良いのでしょうか？大阪大学で

は、未来共生イノベーター博士課程プログラムのもと、「大阪大学

野田村サテライト」をオープンしました。第 1回「大阪大学野田村

サテライトセミナー」は、オープン記念フォーラムとして、国内外

から災害復興の専門家をお招きし、深い実践と研究の経験を通して

野田村の皆様にメッセージを届けて頂きます。 

 

プログラム             

17:00 開会 

    挨拶 渥美 公秀 大阪大学教授 

      小田 祐士 野田村長           

17:10 セミナー「野田村へのメッセージ」 

 ○司会 渥美 公秀 大阪大学教授 

 ○プレゼンター 

 「”物語”による商店街復興の実践 サンタクルーズから」 

Charles Eadie Hamilton Swift & Associate Principal Associate 

 「津波災害からの復興 奥尻島の歩んだ 20 年」 

 定池 祐季 北海道大学地震火山研究観測センター助教 

「復興まち育て チーム北リアスの 2 年から」 

 河村 信治 八戸工業高等専門学校総合科学科教授 

地域文化研究センター長 

○メッセージを受けて 

 野田村担当者 

 大阪大学学生代表                       

18:00 閉会 

  挨拶 太刀掛 俊之 大阪大学准教授            

18:30~19:30 懇親会                    

 

主催：大阪大学未来共生イノベーター博士課程プログラム 
 

共催：日本学術振興会科学研究費助成事業「北リアスにおける QOL を 

重視した災害復興政策研究」（代表：弘前大学人文学部李永俊教授）  
後援：チーム北リアス、大阪大学野田村コミュニティ復興研究会 

国立天文台震災復興データセンター 

お問い合わせ先 

大阪大学野田村サテライト 

TEL：0194-78-3955（チーム北リアス現地事務所 担当：塩田） 

HP：http://www.respect.osaka-u.ac.jp/satellite-nodamura/ 

3 月11 日(月) 

17:00～18:00 
大阪大学未来共生イノベーター博士課程プログラム 

大阪大学野田村サテライト 


